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海外店舗数 -1 148 -1

2026年6月度 （特に記載がない場合は前年同月比は既存店ベースの数値）

・こちらのデータはフランチャイズ加盟法人の運営する店舗を含むオートバックスチェンの小売売上高であり、当社連結および単体の売上高とは異なり、会計監査人による監査は受けておりません。

・最新データにつきましては、速報値となっています。なお、過去に遡って調整が入る場合もございます。

・「全業態」は、オートバックス、オートバックスガレージ、スーパーオートバックス、A PIT AUTOBACS、ASM、Smart＋1、オートバックスエクスプレス、オートバックスカーズです。

・※インショップ、併設店を含みます。

・土日祝日日数について、年末年始（12月29日～1月3日）は土日祝日日数としてカウントしています。

国内売上高
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2026年7月7日

2027年3月期　6月度 月次売上概況（速報）についてのお知らせ
　国内店舗売上高（FC含む）

土日祝日日数 前年差異（日）

国内客数
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売上増減要素：①気温の低下により日除けやエアコン関連工賃が低調。②車販売が好調。③土日祝日日数、前年差異-１。

【商品別】タイヤ：タイヤ値上げによる反動減が見込まれたものの販売促進が奏功し前年同水準。カーエレクトロニクス：カーナビゲーションやドライブレコーダーが低調。 オイル：中東情勢を背景とした一時的なエンジンオイルの売上増加。バッテリー：ハイブ

リッド車やアイドリングストップ車用バッテリーが好調。アクセサリー：日除け等の車内小物が低調。サービス：車検・整備が堅調も、エアコン関連工賃が低調。車販売：中古車小売や業販が好調。
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【概況】前年同月売上比は既存店ベースで＋1.7％、全店ベースで＋2.2％。


